
【解説】「知識及び技能」「思考力、判断力、表現力等」「学びに向かう力、人間性等」は、授業の

目標や評価の観点として、全国で共通に使われています。

広尾中、豊似小の学校運営協議会において、令和３年度の学校運営の基本方針(教育課

程、学校経営計画)を承認しました。

〇 広尾中学校の重点教育目標

自ら課題を見つけ、自ら考え、最後まであきらめずに取り

組む生徒

〇 育成を目指す資質・能力

芸術教科の持つ豊かな感性を育む教育の中で、授業での活

動の楽しさを味わいながら基礎・基本となる知識を深め、

技能を習得する。（知識及び技能）

身に付けた知識・技能を活用し、各教科で課題解決に向け

て話し合い活動を通して思考し、その取組を通して判断

し、学びの成果を分かりやすく表やグラフ、ポスター、パ

ワーポイントにまとめるなどして工夫して表現する力を育

む（思考力、判断力、表現力等）

情報を精査し、自ら問題を見いだす活動を積み重ねなが

ら、自宅学習につなげたり、将来の夢を持ちながら自己実

現や自己の成長に向けて真摯に学習活動を進めていく力。

（学びに向かう力、人間性等）

〇 豊似小学校の重点教育目標

学びに向かう力を磨き、基礎基本の定着と深い学びを追求

する児童

〇 育成を目指す資質・能力

重点教育目標達成のため、教科の見方・考え方に基づき、物事を伝え合うために必要

な国語を正確に理解し、適切に表現する知識・技能を高める。（知識及び技能）

言葉による見方・考え方を働かせ、「対話的な活動」を充実させることで、主体的・

対話的に伝えあう力を高め、思考力・判断力・表現力を身につけ、深い学びに繋げ

る。（思考力、判断力、表現力等）

「対話的な活動」を充実させることで言葉による見方・考え方を働かせ、自他共の良

さに気付き、自己肯定感を高め、自ら主体的に関わろうとする態度を養う。（学びに

向かう力、人間性等）
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広尾中、豊似小の重点教育目標等を承認

重点教育目標

学校運営協議会委員の

意意見を聞いた上で立て

られた各学校の目標で

す。

学校は、この目標の下

で新年度の教育活動を重

点的に改善します。

育成を目指す資質・能力

重点教育目標を目指す

中で、子どもたちに育て

ようとしている力です。

３つの観点で示されてい

ます。

学校には、多岐にわた

る教育内容の中でも、優

先度の高いものを具体的

に示していただくようお

願いしています。

【解説】



重点教育目標を観点に「教育環境」を意見交換
重点教育目標を受け、学校運営協議会は「地域・家庭の方策」の検討に移りました。そ

の第一段階として、地域の教育環境について意見交換を行いました。

学校の教育環境 地域・家庭の教育環境

広
尾
小

強
み

町内在住の教員が多い、親身・若

い教員、友だち的、児童数が少な

い、ペア学習など意見交換が容

易、自分の考えをもち、発表の機

会が豊富、グループ活動が容易、

ふるさと給食が充実

水野アナ、伝統文化を知る高齢者、人生・

生き方を語る人、小さな町、家族の時間が

ある、助け合いがある、多くの経験ができ

る場や機会、優しい言葉かけ、海が見え

る、魚が身近、自然が豊富、歴史（神社、

近藤重蔵）

弱
み

厳しさが少ない（教員）、言葉で

の確認不足（児童）、コロナによ

る地域住民との交流の制限、見学

学習の制約（新聞社、美術館）

サービスや資源が少ない、うわさに流され

やすい、些細な事に敏感な保護者、津波の

危険、自分の意見を十分に伝えない、しつ

けの仕方が分からない、親の言葉が乱れ傾

向、家庭の会話が不足、自然を生かしてい

ない

豊
似
小

強
み

間接指導、友だちと先生との関係

が密、小規模（学年の区別なく会

話、勉強が分からないまま進まな

い）上級生が下級生に優しい、自

分たちで行動できる（児童会、リ

ーダー）、少人数（コロナの状況

でも活動ができる）

地域の語り部がいる、地域のことをよく知

る住人が多い、うさぎや鹿など野生の動物

が身近にいる

※ 目指す資質・能力の「対話的な活動」

には「言葉以外のものも大切」という

意見がありました。

弱
み

小規模で人間関係が固定化、１年

サイクルの教育課程、少人数（内

弁慶の傾向）

大人と子どもの接点があまりない、豊似地

区だけで生活する子どももいる（敬語や挨

拶が育たない）

広
尾
中

強
み

学校数が絞られる（少ない）、Ｉ

ＣＴ機器、放課後の話し合い、タ

ブレット、体育祭・文化祭、ホワ

イトボードの使用、キャリア教

育、生徒会活動、

家にいる（親と接する）時間がある、各種

団体・事業所の支援・協力が得られる、環

境学習に適した自然、家庭・地域で挨拶す

る環境、通学時間が短い、農・林・魚と課

題を設定する材料が多い、自然が豊か

弱
み

討論の力、話をさせる時間不足、

話をうのみにする傾向、リーダー

任せ、課題を与えてもらう傾向、

学習意欲、若い職員が多い、中堅

教員が少ない

多様な仕事に触れる場、大人の学び方を見

る機会、過保護、刺激が少ない、親が先回

りして答えを与える、失敗させないように

する、外で学ぶ環境（カフェ、コワーキン

グスペース）、外部講師

※ 詳しくは広尾町公式ウエブサイトに掲載


